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ヒヤリハットとは・・・

ヒヤリハットとは、「ヒヤッとした」「ハッとした」ものの
幸い事故やケガには至らなかった出来事のことです。

一見すると小さな出来事ですが、一歩間違えば重大な事故に
繋がっていた可能性があります。

実際の労働災害は、突然起きるのではなく、
ヒヤリハット→軽微な事故→重大災害

という段階を踏んで発生すると言われています。
そのため、ヒヤリハットを見逃さず、共有し、対策を行うことが

重大事故を未然に防ぐ最も効果的安全活動です。
「事故にならなかったから大丈夫」ではなく、
「事故にならなくてよかった。次は防ごう」

この意識を全員で持つことが、安全な職場づくりにつながります。


